
第
一
章
波
澗
を
内
蔵
し
た
好
況

第
五

般
概
況

部

ｊ

高
度
成
長
時
代
の
流
れ
の
中
で
一
一Ｉ
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昭
和
三
十
六
年
か
ら
昭
和
四
十
年
の
五
カ
年
は
、
国
際
外
交
の
上
で
は
、
大
局
的
に
云
っ
て
ま
ず
ま
ず
の
状
態
で
あ
っ
た
。
中
国
の

国
際
社
会
へ
の
進
出
は
益
灸
顕
著
に
、
承
認
国
も
大
層
ふ
え
た
。
西
側
主
要
国
と
の
貿
易
も
激
増
し
た
。
東
南
ア
ジ
ア
は
安
定
し
て
い

な
い
が
、
全
世
界
的
に
見
れ
ば
国
際
政
治
的
に
は
引
き
つ
づ
い
て
平
和
共
存
ム
ー
ド
の
中
に
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
平
和
ム
ー
ド
の
中
に
お
い
て
も
、
米
。
ソ
・
英
。
仏
。
中
国
の
核
開
発
の
競
争
は
烈
し
く
、
宇
宙
旅
行
の
研
究
も
盛
ん

に
な
っ
て
い
た
。
一
九
六
一
年
に
は
ソ
連
は
宇
宙
船
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
一
号
（
ガ
ガ
ー
リ
ン
搭
乗
）
が
地
球
一
周
飛
行
に
成
功
、
翌
年
に

は
米
国
が
初
め
て
人
間
衛
星
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
七
号
の
打
上
げ
に
成
功
、
ま
た
テ
ル
ス
タ
ー
一
号
が
欧
米
間
の
テ
レ
ビ
宇
宙
中
継
に
成
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功
し
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
年
三
月
に
は
、
ソ
連
宇
宙
船
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
ニ
号
の
レ
オ
ノ
フ
飛
行
士
が
初
の
宇
宙
遊
泳
に
成
功
し
、
七

月
に
は
前
年
六
月
に
打
上
げ
ら
れ
た
米
国
の
マ
リ
ナ
四
号
が
火
星
に
接
近
し
、
写
真
を
電
送
し
た
。
こ
の
年
十
二
月
に
、
ア
メ
リ
カ
の

二
人
乗
り
宇
宙
船
ジ
ェ
ミ
ニ
七
・
八
号
が
太
平
洋
上
に
お
い
て
、
初
の
ラ
ン
デ
ブ
ー
飛
行
に
成
功
し
た
。
ま
さ
に
科
学
技
術
の
世
界
で

は
宇
宙
時
代
に
入
っ
た
と
い
え
る
。

そ
う
い
う
状
態
の
中
で
、
日
本
経
済
が
世
界
の
進
歩
に
伴
う
た
め
に
は
、
こ
の
五
年
間
に
は
、
一
上
一
下
と
い
ろ
い
ろ
の
苦
難
を
経

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
わ
が
国
の
経
済
は
貿
易
赤
字
で
あ
り
な
が
ら
、
所
得
倍
増
の
声
に
刺
戟
さ
れ
て
か
、
消
費
需
要
の
み
異
常

な
活
況
を
呈
し
、
政
府
の
昭
和
三
十
六
年
七
月
に
お
け
る
公
定
歩
合
引
上
げ
も
過
熱
し
た
景
気
を
押
え
る
決
定
的
政
策
と
は
な
り
得
な

か
っ
た
。
し
か
し
同
年
後
期
か
ら
、
そ
の
影
響
が
出
は
じ
め
、
景
気
後
退
の
徴
を
示
し
、
百
貨
店
、
小
売
店
な
ど
で
は
売
行
き
鈍
化
の

姿
を
呈
し
た
。
昭
和
三
十
七
年
上
半
期
に
入
っ
て
る
こ
の
景
況
は
改
ま
ら
ず
、
不
況
は
寧
ろ
高
ま
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

昭
和
三
十
七
年
下
半
期
に
入
る
と
、
漸
く
国
際
収
支
の
改
善
が
見
え
は
じ
め
、
再
度
に
わ
た
る
公
定
歩
合
の
引
き
下
げ
も
あ
り
、
金
融

は
緩
和
さ
れ
た
。
好
況
へ
の
歩
み
を
み
せ
な
が
ら
も
輸
入
自
由
化
の
進
捗
に
伴
う
企
業
再
編
成
な
ど
構
造
的
課
題
が
生
じ
て
、
景
気
回

復
を
遅
ら
せ
、
商
業
界
に
も
多
く
の
複
雑
な
問
題
を
生
じ
て
い
た
。
昭
和
三
十
八
年
に
入
る
と
前
年
か
ら
の
金
融
緩
和
政
策
が
浸
透
し

て
機
械
受
注
が
増
加
、
生
産
指
数
も
好
転
し
て
景
気
回
復
の
兆
を
生
じ
た
。
し
か
し
五
月
以
降
国
際
収
支
不
安
が
生
じ
た
し
、
ケ
ネ
デ

ィ
大
統
領
の
教
書
問
題
な
ど
で
、
経
済
界
は
予
断
を
許
さ
れ
な
い
不
安
な
状
況
と
な
っ
て
、
後
期
に
入
っ
た
。
昭
和
三
十
八
年
後
半
か

ら
昭
和
三
十
九
年
初
頭
に
か
け
て
、
生
産
指
数
の
上
昇
、
設
備
投
資
の
上
向
き
な
ど
景
気
回
復
の
兆
は
あ
っ
た
が
、
一
方
国
際
収
支
の

悪
化
に
対
す
る
予
防
的
資
金
規
制
、
開
放
経
済
体
制
移
行
に
伴
う
構
造
的
不
安
等
に
影
響
さ
れ
て
、
景
気
は
低
迷
の
域
は
脱
す
る
こ
と



が
出
来
な
か
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年
上
半
期
は
政
府
の
金
融
引
締
政
策
、
開
放
経
済
へ
の
移
行
対
策
が
推
進
さ
れ
た
た
め
、
国
際
収
支

の
見
透
し
の
明
る
さ
に
拘
わ
ら
ず
な
お
国
内
景
気
は
低
迷
の
気
が
あ
り
、
商
業
界
も
、
な
お
一
歩
の
活
溌
さ
を
欠
き
、
後
半
か
ら
昭
和

四
十
年
初
頭
に
か
け
て
は
、
か
つ
て
な
い
企
業
倒
産
を
生
じ
た
。
そ
し
て
昭
和
四
十
年
前
半
で
は
、
政
府
は
預
金
準
備
率
お
よ
び
公
定

歩
合
の
引
下
げ
な
ど
金
融
面
か
ら
の
挺
子
入
れ
、
産
業
界
の
生
産
調
整
な
ど
の
試
み
に
よ
っ
て
市
場
の
立
ち
直
り
に
努
力
し
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
不
況
に
よ
る
影
響
は
次
第
に
浸
透
し
た
。

二
司
社
長
の
海
外
出
張
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右
の
よ
う
な
景
気
の
低
迷
、
社
会
全
面
で
の
激
し
い
変
化
に
処
し
て
、
当
社
の
業
務
を
遂
行
し
て
行
く
た
め
に
は
、
特
に
諸
外
国
の

事
情
を
よ
く
知
る
こ
と
が
必
要
（
こ
の
後
に
お
い
て
も
そ
の
必
要
は
大
で
あ
ろ
う
）
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
六
年
か
ら
昭
和
四
十
年
の
五
年
間
の
司
社
長
の
海
外
出
張
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
三
十
七
年
四
月
十
五
日
、
羽
田
を
出
発
、
欧
米
各
国
の
取
引
先
訪
問
の
途
に
上
っ
た
。
一
ヵ
月
半
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

年
十
月
、
訪
英
経
済
使
節
団
の
一
員
と
し
て
渡
英
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
ア
メ
リ
カ
の
取
引
先
を
訪
問
し
た
の
み
で
五
月
二
日
帰

国
し
た
。
そ
し
て
同
年
十
月
九
日
か
ら
十
一
月
十
一
一
日
、
訪
英
経
済
使
節
団
の
一
員
と
し
て
、
日
英
両
国
間
の
親
善
な
ら
び
に
経
済
関

係
の
改
善
促
進
の
た
め
渡
英
し
た
。
今
回
は
社
の
要
務
を
も
果
す
た
め
、
石
田
義
起
ジ
レ
ッ
ト
部
業
務
課
長
代
理
を
随
行
さ
せ
た
。
訪

英
中
司
社
長
は
一
一
十
二
日
、
ロ
ン
ド
ン
商
工
会
議
所
に
於
け
る
全
体
会
議
の
席
上
「
日
英
両
国
間
に
お
け
る
観
光
旅
行
の
発
展
」
と
題

す
る
演
説
を
行
っ
た
。
ま
た
こ
の
旅
行
中
に
、
オ
ラ
ン
ダ
、
西
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
の
取
引
先
を
訪
問
し
た
。
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次
に
東
京
文
具
工
業
連
盟
主
催
の
「
東
南
ア
ジ
ア
海
外
見
本
市
」
の
状
況
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
沖
細
等
に
於
け
る
当
社
製

品
の
海
外
市
場
に
お
け
る
景
況
を
視
察
す
る
た
め
昭
和
三
十
八
年
二
月
八
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
十
日
間
、
東
南
ア
ジ
ア
を
訪
れ
た
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
す
で
に
日
本
で
留
学
生
生
活
を
経
験
し
た
人
☆
が
、
自
国
開
発
事
業
の
中
心
に
な
っ
て
働
い
て
い
る
場
合
も
多

く
、
従
っ
て
イ
ン
キ
そ
の
他
当
社
製
品
に
対
す
る
需
要
も
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
し
、
更
に
販
路
拡
大
の
望
み
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
度
は
草
間
省
一
一
良
取
締
役
が
同
行
し
た
。

こ
の
時
期
の
最
後
の
海
外
出
張
は
、
昭
和
四
十
年
五
月
十
四
日
か
ら
六
月
十
六
日
ま
で
の
欧
米
訪
問
で
あ
っ
た
。
司
社
長
は
欧
米
の

主
要
取
引
先
訪
問
の
か
た
わ
ら
、
東
京
文
具
工
業
連
盟
主
催
の
ロ
ス
ァ
ン
ゼ
ル
ス
と
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
見
本
市
視
察
団
長
と
し
て

英
。
米
一
一
国
を
訪
問
し
た
。
こ
の
度
は
、
桜
井
喜
代
志
洋
書
仕
入
部
長
を
帯
同
し
た
。




